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［背景・ねらい］ 

生産した農産物の一部または全部を、生産者が自ら加工または委託加工して他者に販売

する場合のシミュレーションは、農業経営体の所得や付加価値の向上、ならびに、地域特

産品開発による地域の活性化や雇用機会創出を目指す取組において重要である。 

そこで、既存の集落営農向けシミュレーションツール（2016 年度成果情報）に、収穫後

の加工・販売工程における経営収支等の計算機能を付加する形で、６次産業化シミュレー

ションとしてリニューアルを行う。 

 

［成果の内容・特徴］ 

開発したシミュレーションツールの特徴は以下のとおりである。 

 

１．試算手順は、第１段階で「農林業基準技術」に収録または各振興局で調査し作成した

経営指標データを読み込んで生産工程の収益性等の試算を行った後、第２段階で加工・

販売工程の経営収支、労働時間などを試算する（図１）。 

２．原料の生産を行わない加工グループや加工事業者等も、第２段階のみで加工・販売事

業の収益性の試算が可能である。 

３．生産者が加工を行わず自ら農産物の販売を行う場合の試算も可能である。 

４．農産物生産工程の事業部門（品目や作型等）の数は 15 部門まで、加工・販売工程の部

門（商品の種類等）は 10 部門まで設定可能である。生産工程の事業部門の中から、加工

・販売の原料に仕向けるものは複数選択できる（図２）。 

５．加工・販売の原料に仕向ける自家産農産物の量を設定すると、加工せず販売する分の

売上と販売経費は、仕向け量に見合った金額が自動的に減額される。規格外品を加工す

る場合は減額されない。自家産農産物は加工・販売の原材料費に計上せずに試算する。 

６．加工・販売工程に関する入力項目は、加工後の商品の販売量、単価、ならびに、加工

・販売に要する費用と旬別労働時間であり、実情に応じた現実的な数値を入力すること

により、精緻な試算が可能である。 

７．試算結果として、加工・販売に取り組んだ場合の収支と労働時間は、加工・販売工程

のみの値と、生産工程もあわせた経営全体の値とを表示する。また、加工・販売の部門

それぞれについて損益分岐点売上高を計算し表示する（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本ツールを使用するためには、Microsoft Excel 2007 以降が必要である。 

２．本ツールのマニュアルを作成する予定である。 

３．本ツールは、リニューアル前の集落営農向けシミュレーションツールと同様に、既存

の他の農業経営シミュレーションツール群とともにパッケージ化して提供する。 



 

 

［具体的データ］ 

 

図１ 試算の手順（左：第１段階、右：第２段階） 

 

 

図２ シミュレーションの考え方 

 
図３ 試算結果グラフの例 （左：旬別労働時間、右：損益分岐点） 
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加工品の損益分岐点グラフ 


